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卓上型温度調節器 ─取扱説明書─ 
             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ご使用の前に、この取扱説明書をお読みください。 

○ この取扱説明書はご使用になる方にお届け願います。 

○ お読みになった後はいつでも使用できるように大切に保管してください。 

○ この取扱説明書の内容は将来予告なしに変更することがありますので、ご了承ください。 
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■安全にご使用いただくために 

この度は、弊社製品をご購入いただき、誠にありがとうございます。 

この製品は、対象物の温度をセンサーで測定し、設定した値に制御する卓上型の温度調節器です。 

ヒーター（抵抗負荷最大 12A）を接続できるよう端子台、スイッチなどを一体化しています。 

 

安全上のご注意 

●ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

●ここに示した注意事項は、危険の大きさにより次の 2 段階に区分して表示しています。 
 

 警告 取り扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う可能性が想定される場合 

 注意 
取り扱いを誤った場合、傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が 

想定される場合 

 

 この記号は、「警告や注意」を促す内容です。 

 この記号は、行為を「禁止」する内容です。 

 この記号は、行為を「強制」する内容です。 

 

 警告 

 禁止 通電時は端子や端子台に触れないでください。感電の恐れがあります。 

 禁止 絶対に改造しないでください。故障や火災の原因になります。 

 

 注意 

 禁止 
人命に影響を及ぼす機器の制御に本器を使用しないでください。 

本器はベッセル製ヒートニッパーの温度制御を目的として、設計されております。 

 禁止 

本書を理解できるまでは、製品の設置、使用、保守をしないでください。 

誤った使い方をした場合、お客様が当製品を使用された結果に生じた不具合等に関して、

その責を負いかねますことをご了承ください。 

 禁止 この取扱説明書の一部または全部を無断で複写、転載することを禁じます。 

 必ず守る 本書は簡単に参照できるように、製品のそばに保管してください。 

 必ず守る 
仕様の範囲内で正しくご使用ください。 

範囲外での使用は機能の正常な働きを妨げ、故障の原因となります。 
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■製品の特長 

 

● 制御と出力を一体化 

筐体を作成する必要がなく、すぐにお使いいただけます。 

また、ヒーターを本体に直接接続することができるので、配線時の省力化に役立ちます。 

● コンパクトサイズ 

小型のために持ち運びができるので、いつでも設置場所を変更できます。 

 

 

 

■製品の外観/仕様 

 

●外形寸法図 

E電源入力 出力

12A MAX

15A

PV

MODE FUNC

SV

RDY

OUT  

AL

OFF
POWER

ON

DTC-001

℃

AC100～240V

FUSE

VESSEL

140 (22) 9898

12
4

made in Japan

+ -

AC250V 2.4A MAX

イベント出力(接点) Ｋ熱電対入力

 
 

●概略仕様 

・ 入力部  

温度検出部 熱電対   K    JIS C1602-2015 

・ 制御方式 時間比例 PID 制御 

・ 出力方式 SSR による電圧出力 

・ 制御出力定格 最大 12A （抵抗負荷） 

※電源電圧がそのまま制御出力（ヒーター出力）となります。 

・ イベント出力(接点) イベント発生時に接点出力されます。 

定格 AC250V 2.4A MAX (抵抗負荷) 

・ 一般仕様 記憶素子   EEPROM 

電源電圧定格 ACl00V～240V 

設定温度範囲 0～300℃ 

消費電力 約 5VA（無負荷時） 

使用周囲温度 0～40℃（但し、結露及び氷結しないこと） 

使用周囲湿度 35～85％RH 

重量 約 900ｇ 

保護ヒューズ 15A のヒューズを使用 
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■ご使用の前に 

 

 警告 

 禁止 配線時は通電しないでください。感電の恐れがあります。 

 禁止 
機器の内部に液体や金属などの導電性の異物を入れないでください。 

感電、火災、故障などの原因になります。 

 必ず守る 
通電前に配線が正しく接続されていることをご確認ください。 

配線を誤ったまま通電すると、故障や火災の原因となります。 

 

 注意 

 禁止 

次のような場所に設置しないでください。故障や漏電、火災の原因となります。 

・ 腐食性ガスの発生する場所や、粉塵・油の多い場所 

・ 衝撃や振動の多い場所や、落下する恐れのある場所 

・ 電気ノイズ発生源の近くや、電磁界の影響を受ける場所 

・ 火気や高温の物体付近や、引火性の雰囲気中 

・ 周囲温度が 40℃を越える所や、直射日光の当たる場所 

・ 水、油、溶剤がかかるような場所や湿気の多い場所 

・ 急激に温度変化する環境や結露する場所 

・ 防爆を要求する環境 

 禁止 空端子は使用しないでください。 

 必ず守る 配線が人や可動部に触れない場所に設置してください。 

 必ず守る 配線時に使用ヒーター電圧と電源電圧を確認してください。 

 必ず守る 電源及び出力に使用される電線は、容量に余裕があるものを選択してください。 

 必ず守る アースは電気設備基準に従って接地してください。 

 

●端子台接続方法 

・ 端子ラベルに従ってセンサーや電源、出力を接続してください。 

・ センサーは K 熱電対 1 本のみをご使用ください。 

・ K 熱電対以外の熱電対は使用しないでください。 

・ 電源、出力とセンサー線は一緒に束ねないでください。 

・ 端子の脱落防止のため、丸形端子をご使用ください。 

・ 配線作業には細軸ドライバーの 2 番を用いてください。 

 

 

 

 

  

イベント外部出力（無電圧接点） 

K 熱電対 ＋ 

K 熱電対 － 

電源 

ヒーター出力 

アース 

空端子 
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設定 1 



温度設定 

 

設定 2 



イベント内部 

出力上限設定 

設定 3 

 

イベント内部 

出力下限設定 

設定 4 

 

イベント外部 

出力上限設定 

設定 5 

 

イベント外部 

出力下限設定 

設定 6 

 

イベント外部 

出力極性設定 

 

■ご使用の前に 

 

 注意 

 禁止 キー操作に先のとがった物を使わないでください。 

 必ず守る 
本器の電源を入れる前に、人や不要物がヒーターに触れていないことを確認してください。 

本器は電源を入れると、自動的にヒーターへの出力を開始します。 

 必ず守る 電源電圧、負荷容量は必ず定格以内でご使用ください。 

 

●温度設定 

1, 正しく配線されていることをご確認ください。 

2, 本体正面の POWER スイッチを ON にします。 

3, 本体正面の▼▲キーを操作し、ご希望の温度を設定します。 

 

ご使用のニッパーや対象物の材質、対象物の温度などにより 

適切な設定値は異なります。仕様の範囲内でご使用ください。 

推奨例 PC   ：140～150℃ 

PMMA：150～160℃ 

 

 

●詳細設定 

MODE キーを押すことで、下記の項目を切り替えることができます。 

各設定の詳細については、P8 の表をご参照ください。 

各設定値は、▼▲キーを操作することで変更が可能です。 

設定値に異常をきたす場合があるので、MODE キーは 2 秒以上に渡って押し続けないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

           設定 1 

電源投入 

4 秒間初期画面表示 (ウォーミングアップ中) 

MODE キー 

MODE キー 

MODE キー 

・ 

・ 

・ 

MODE 
キー 

           設定 2 

           設定 6 

▼▲キー 

MODE キー FUNC キー 

POWER スイッチ 
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■ご使用の前に 

 

●各設定の内容 

 画面表示 名称 説明 初期値 

設定 1  温度設定 

 

温める対象物の温度を設定します。 

設定単位：℃ 

 

設定 2  イベント内部出力上限設定 

 

異常高温時にヒーターへの出力が停止する

温度を、設定温度との差で入力します。

設定単位：℃ 



設定 3  イベント内部出力下限設定 

 

異常低温時にヒーターへの出力が停止する

温度を、設定温度との差で入力します。

設定単位：℃ 



設定 4  イベント外部出力上限設定 

 

異常高温時に、イベント外部出力の接点を

切り替える温度を、設定温度との差で入力

します。 

設定単位：℃ 

 

設定 5  イベント外部出力下限設定 

 

異常低温時に、イベント外部出力の接点を

切り替える温度を、設定温度との差で入力

します。 

設定単位：℃ 

 

設定 6  イベント外部出力極性設定 

 

イベント外部出力の接点を設定します。 

：ノーマルオープン ：ノーマルクローズ 

 

 

・ 設定 2 と設定 4 は同じ値を設定してください。設定値が異なると、ヒーターの停止と外部への出力が同時に 

発生しなくなります。設定 3 と設定 5 も同様です。 

・ 設定 2、設定 3 の設定温度を超えてヒーターへの出力が停止した場合、AL ランプが点灯します。 

  ヒーターへの出力を再開させるには、POWER スイッチを押して電源を切ってから、再度電源を入れてください。 
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■使用方法 

 

 警告 

 必ず守る 配線の脱落や断線が発生した場合、すぐに電源を切ってください。感電の恐れがあります。 

 

 注意 

 禁止 
本器使用中または使用直後はヒーターや加熱部に触れないでください。 

火傷の恐れがあります。 

 

●はじめてお使いになられるとき 

1, 本体正面の POWER スイッチを ON にします。 

2, 本体正面の FUNC キーを押すとオートチューニングが開始され、画面表示が交互表示に切り替わります。 

3, 画面表示が温度表示のみとなり、設定した温度に安定しましたらチューニング完了です。 

 温める対象物ひとつに対し、一度オートチューニングをすれば 2 回目以降は不要です。 

    対象物を変えたときは、再度オートチューニングをしてください。 

 

設定温度や対象物によって、温まるまでの時間は変わります。 

現在値を確認し、目的の温度に達したことを確かめてください。 

 

電源を切った後に再度使用したい場合は、一度常温まで温度が下がったことを確認してからご使用ください。 

高温での再使用は、使用に悪影響を及ぼす恐れがあります。 

 

 

 

■保守・点検 

 

定期的に、出力用端子台のネジのゆるみ等による接触不良、コードの断線がないか点検してください。 
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･OUT ランプ 

 ヒーターへ出力しているときに点灯します。 

･RDY ランプ 

 制御を停止しているときに点灯します。 

･AL ランプ 

 異常を検知し、出力を停止しているときに点

灯します。 

■異常時の処置 

 

●メッセージ表示とトラブルシューティング 

画面表示 想定される状況 対処 

 

 

・ 入力値が表示範囲上限を越えている 

・ 熱電対が断線している 

・ 熱電対が断線していないか確認

する 

 ・ メモリーエラー ・ 再起動してもこの表示が消え  

ない場合は、ユニットを交換する 

 ・ 熱電対に設定されていて測温抵抗体が接続されている 

・ A/D 変換エラー 

・ 再起動してもこの表示が消え  

ない場合は、ユニットを交換する 

 ・ オートチューニングエラー ・ センサーの接続を確認する 

 

 

 

・ オートチューニング中、設定温度と「」の表示が交互

に表れる 

・ 正常動作のため、対処不要 

 

動作不良と思われる場合には、下記の事項を確認してください。 

 

○電源が入らない（温調器の測定表示が点灯しない）。 

・ ヒューズが切れていないか確認してください。 

・ 電源プラグがはずれていませんか、また端子台への接触不良、コードの断線等の確認をしてください。 

○電源が入るが、ヒーターへ出力しない。 

・ 温調器は正しく設定されていますか。（温調器の OUT ランプが点灯していますか。） 

・ AL ランプが点灯していないか確認してください。点灯している場合は制御対象が十分に冷めた後、 

POWER スイッチを操作し、再起動してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の点検をして、正常に動作しない場合は、温度調節器またはセンサーの故障と考えられますのでお買い上げの

販売店または弊社営業にご相談ください。 
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■保管 

 

 注意 

 禁止 保管するときは、電源との接続を切ってください。 

 禁止 

次のような場所に設置しないでください。故障の原因となります。 

・ 腐食性ガスの発生する場所や、粉塵・油の多い場所 

・ 衝撃や振動の多い場所や、落下する恐れのある場所 

・ 電気ノイズ発生源の近くや、電磁界の影響を受ける場所 

・ 火気や高温の物体付近や、引火性の雰囲気中 

・ 周囲温度が 40℃を越える所や、直射日光の当たる場所 

・ 水、油、溶剤がかかるような場所や湿気の多い場所 

・ 急激に温度変化する環境や結露する場所 

・ 防爆を要求する環境 

 

 

 

■廃棄 

 

ご不要になった製品につきましては、廃棄される自治体の指示に従って分別し、廃棄してください。 
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MEMO 
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MEMO 
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